
市民団体市民団体「「記録する会記録する会」」

月齢22.8

月 日（土）
旧暦 月 日
（先負）小潮

【神 戸】
月出0：35月入12：36
日出6：57日入16：49
【神戸港】
満潮 2：00 14：39
干潮 7：10 22：52
【尼崎港】
満潮 1：54 14：34
干潮 7：14 22：54
【明石港】
満潮 5：24 17：00
干潮 9：30 --：--

尼
崎

神
戸

明
石

三
田

４
段
階
で
表
示
。
Ｐ
Ｍ
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提
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は
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数字(上)最高気温
(下)最低気温

丸囲みは降水確率
白ヌキは ％以上
は正午の風向き

矢印なしは無風
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市
民
団
体
「
神
戸
空
襲
を
記
録
す
る
会
」
は
、
慰
霊
碑
に
刻
ま
れ
た
空
襲
犠
牲
者
２

２
６
７
人
の
名
前
を
読
み
上
げ
る
追
悼
の
集
い
を
２
０
２
６
年
６
月
に
神
戸
市
内
で
開

く
。
同
会
は
現
在
も
空
襲
犠
牲
者
の
名
簿
収
集
と
刻
銘
を
続
け
て
い
る
が
、
戦
後

年

が
経
過
し
、
情
報
が
集
ま
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
改
め
て
「
一
人
一
人
を
忘
れ
ず
、

記
録
を
続
け
る
」
と
い
う
思
い
を
発
信
す
る
。

【
山
本
真
也
】

太
平
洋
戦
争
末
期
の
１
９

４
５
年
に
断
続
的
に
あ
っ
た

神
戸
空
襲
の
死
者
は
８
０
０

０
人
超
と
さ
れ
る
が
、
国
に

よ
る
補
償
が
行
わ
れ
な
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
全
容
は
分

か
っ
て
い
な
い
。
１
９
７
１

年
に
発
足
し
た
記
録
す
る
会

は
、
市
の
協
力
を
得
て
名
簿

収
集
に
取
り
組
み
、
２
０
１

３
年
に
大
倉
山
公
園
（
同
市

中
央
区
）
に
１
７
５
２
人
の

名
を
刻
ん
だ
碑
を
建
立
し

た
。１

９
４
５
年
６
月
に
大
規

模
な
空
襲
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
近
年
は
隔
年
６
月
に
、

新
た
に
判
明
し
た
犠
牲
者
名

を
碑
の
銘
板
に
追
加
。

年

に
２
２
６
７
人
に
な
っ
た
。

た
だ
年
々
、
判
明
数
は
減

り
、
現
時
点
で

年
に
新
た

に
刻
銘
が
決
ま
っ
て
い
る
の

は

人
。
最
近
は
孫
世
代
が

戸
籍
謄
本
の
親
族
欄
に
「
空

襲
死
」
の
記
載
が
あ
る
の
を

見
つ
け
て
届
け
出
た
ケ
ー
ス

が
あ
る
が
、
戦
没
者
を
直
接

知
ら
な
い
世
代
が
増
え
、
も

た
ら
さ
れ
る
情
報
は
少
な
く

な
っ
て
い
る
。

判
明
し
た
戦
没
者
一
人
一

人
の
名
前
を
読
み
上
げ
る
取

り
組
み
は
、
近
年
、
東
京
大

空
襲
や
沖
縄
戦
、
シ
ベ
リ
ア

抑
留
な
ど
の
追
悼
行
事
で
広

が
っ
て
い
る
。

記
録
す
る
会
も
刻
銘
追
加

式
前
日
の

年
６
月
６
日
、

兵
庫
区
の
薬
仙
寺
で
「
名
前

を
読
む
集
い
」
を
初
め
て
開

く
こ
と
に
な
っ
た
。
事
務
局

長
の
小
城
智
子
さ
ん
(

)
は

「
碑
を
建
立
し
た
時
、
全
員

の
名
前
を
読
み
上
げ
る
こ
と

が
で
き
ず
、
ず
っ
と
気
に
な

っ
て
い
た
。
亡
く
な
ら
れ
た

方
一
人
一
人
に
無
念
に
絶
た

れ
た
人
生
が
あ
っ
た
こ
と
を

思
い
、
こ
れ
か
ら
も
名
前
を

刻
む
努
力
を
続
け
る
こ
と
を

誓
い
た
い
」
と
話
す
。
同
会

の
メ
ン
バ
ー
以
外
に
、
読
み

上
げ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
す
る
。

今
月

日
午
後
１
時
半
か

ら
、
中
央
区
橘
通
３
の
あ
す

て
っ
ぷ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
で
、
関
連

し
た
イ
ベ
ン
ト
「
空
襲
死
者

の
名
前
を
集
め
る
と
い
う
こ

と
」
を
開
く
。
沖
縄
で
約

万
人
分
の
名
前
を
読
み
上
げ

る
集
い
を
開
い
て
い
る
町
田

直
美
さ
ん
や
兵
庫
や
大
阪
の

空
襲
記
録
の
調
査
を
し
て
い

る
神
戸
大
元
研
究
員
の
佐
々

木
和
子
さ
ん
ら
が
話
す
。
資

料
代
５
０
０
円
。学
生
無
料
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
申
し
込

み
や
問
い
合
わ
せ
は
同
会

（
０
７
８
・
８
９
１
・
３
０

１
８
）
。

2024年６月に開かれた刻銘追加式で、慰霊碑に銘板を取

り付ける遺族ら。刻銘は2267人になった

‖神戸市中央区の大倉山公園で

神戸空襲犠牲者2267人読み上げ

一
人
一
人
の
思
い
忘
れ
な
い

来
年
６
月
・
市
内
で
追
悼
集
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

大阪・関西万博のオーストリアパビリオンに展示

され、姫路市が購入するベーゼンドルファー社製

のグランドピアノ‖同市提供

姫路市は 日、大阪・

関西万博のオーストリア

パビリオンに展示されて

いた特別なグランドピア

ノを約5000万円で購入す

ると発表した。費用は市

内企業１社からの寄付金

を充てる。開会中の市議

会に関連予算を盛り込ん

だ補正予算案を提出し

た。

「世界三大ピアノ」の

一つとされるオーストリ

アのベーゼンドルファー

社製。ヤマハの自動演奏

機能を搭載し、屋根の内

側に葛飾北斎の浮世絵

「神奈川沖浪裏」があし

らわれている。市による

と、万博に向けてべ社が

製造した世界で 台の限

定品。市が購入するのは

パビリオンで展示された

現物で、自動演奏で美し

い音色を響かせ、注目を

浴びた。

万博期間中の５月、姫

路城と同国のシェーンブ

ルン宮殿との姉妹城提携

の締結式に出席するた

め、同国のファンデアベ

レン大統領と政府関係者

が姫路市を来訪。これに

先立って万博会場でピア

ノを目にしていた清元秀

泰市長が祝賀会の場で入

手の希望を伝えたとい

う。

その後、市内企業から

「芸術文化振興のために」

と5000万円の寄付の申し

出があった。

契約などの手続きを経

て、2026年２月ごろ、同

市神屋町の大型ホール

「アクリエひめじ」に設

置する。同 日、市民へ

のお披露目イベントを開

催し、その後は音楽イベ

ントなどでの演奏やホー

ル利用者に有料で貸し出

すことを計画している。

市観光コンベンション

室の担当者は「万博のレ

ガシーを次世代に継承

し、音楽を通じた国際的

な文化交流の象徴として

活用したい」としている。

【村元展也】

万博遺産ピアノ購入へ
来年２月に設置イベントでお披露目

姫
路
市「
文
化
交
流
の
象
徴
に
」

女
児
に
裸
の
画
像

送
信
さ
せ
た
疑
い

神
戸
市
立
中
教
諭
逮
捕

明
石
署
な
ど
は

日
、

神
戸
市
北
区
筑
紫
が
丘

５
、
同
市
立
中
教
諭
、
寺

元
優
一
郎
容
疑
者
(

)
を

児
童
買
春
・
児
童
ポ
ル
ノ

禁
止
法
違
反
（
製
造
）
容

疑
で
逮
捕
し
た
と
発
表
し

た
。
容
疑
を
認
め
て
い
る

と
い
う
。

逮
捕
容
疑
は
、
４
月
５

日
、

歳
未
満
と
知
り
な

が
ら
、
県
内
の
小
学
６
年

生
の
女
児
（
当
時

歳
）

に
自
身
の
裸
の
画
像
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
撮
影
さ

せ
、
交
流
サ
イ
ト
（
Ｓ
Ｎ

Ｓ
）
を
通
じ
て
自
身
の
ス

マ
ホ
に
送
信
さ
せ
て
保
存

さ
せ
た
と
し
て
い
る
。
署

に
よ
る
と
、
女
児
と
は
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
知
り
あ

っ
た
と
い
う
。
母
親
か
ら

「
娘
の
ス
マ
ホ
に
裸
の
画

像
が
あ
る
」
と
相
談
が
あ

り
、
発
覚
し
た
。

【
栗
田
亨
】

県
、総
額
854
億
円
補
正
予
算
案

物
価
高
対
策
、カ
キ
不
漁
支
援

ド
ナ
ー
登
録
し
た
人
の

角
膜
を
移
植
が
必
要
な
患

者
に
仲
介
す
る
公
益
財
団

法
人「
兵
庫
ア
イ
バ
ン
ク
」

（
神
戸
市
）が
今
月
か
ら
、

初
め
て
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
（
Ｃ
Ｆ
）
を
利

用
し
た
資
金
調
達
を
始
め

た
。
目
標
額
は
５
０
０
万

円
。
現
場
で
ド
ナ
ー
の
遺

族
や
医
師
と
や
り
取
り
す

る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

離
職
率
が
高
い
こ
と
か

ら
、
公
募
や
若
手
育
成
の

費
用
に
充
て
る
と
い
う
。

来
年
２
月
末
ま
で
。

同
ア
イ
バ
ン
ク
は
１
９

９
３
年
に
設
立
。
全
国
で

も

人
足
ら
ず
し
か
い
な

い
専
従
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
配
置
し
、
県
内
の

ほ
か
、
契
約
を
結
ぶ
奈
良

県
や
岡
山
県
の
ド
ナ
ー
か

ら
の
角
膜
提
供
な
ど
年
間

十
数
件
の
移
植
に
関
わ

る
。
費
用
は
寄
付
と
移
植

で
き
た
場
合
に
診
療
報
酬

か
ら
支
払
わ
れ
る
あ
っ
せ

ん
費
用
で
賄
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
死
後

時
間

以
内
の
眼
球
摘
出
が
求
め

ら
れ
る
角
膜
移
植
で
は
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
休

日
や
時
間
に
関
係
な
く
現

場
に
向
か
わ
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
激
務
と
ス
ト
レ

ス
か
ら
大
半
が
５
年
ほ

ど
で
退
職
し
て
い
く
と

い
う
。
せ
っ
か
く
提
供
を

受
け
て
も
検
査
の
結
果

移
植
で
き
ず
、
報
酬
に
つ

な
が
ら
な
い
こ
と
も
あ

る
。西

日
本
初
の
ア
イ
バ
ン

ク
専
従
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て

年
間
活
動

を
続
け
て
き
た
同
ア
イ

バ
ン
ク
事
務
局
長
の
渡
辺

和
誉
さ
ん
(

)
は
「
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
の
時
間
が
な

く
、
旅
行
な
ど
も
ま
ず

行
け
な
い
。
仲
間
が
続
々

と
辞
め
て
い
く
中
、
使
命

感
で
続
け
て
い
る
」
と
話

す
。Ｃ

Ｆ
で
は
、
資
金
の
６

割
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
採
用
や
継
続
雇
用
に
充

て
、
残
り
を
検
査
機
器
購

入
や
ド
ナ
ー
の
慰
霊
祭
な

ど
に
充
て
る
。
寄
付
は
Ｃ

Ｆ
専
用
サ
イ

ト
‖
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
か
ら
。

【
稲
生
陽
】

激務とストレス 高い離職率

角膜移植でコーディネーターが果たす役割について話す

渡辺和誉さん（手前）

‖神戸大医学部付属病院内の兵庫アイバンクで

兵
庫
ア
イ
バ
ン
ク
Ｃ
Ｆ
開
始

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
育
成
費
用
に

♯8000

子
ど
も
の
急
病
や
け
が

の
場
合
は
県
の
「
子
ど
も

医
療
電
話
相
談
」
（
♯
８

０
０
０
）
。
市
外
局
番
が

ま
た
は
０
７
２
、
ダ
イ

ヤ
ル
回
線
、
Ｉ
Ｐ
電
話
の

方
は
０
７
８
・
３
０
４
・

８
８
９
９
。
相
談
時
間
は

平
日
と
土
曜
日
は
午
後
６

時
〜
翌
朝
午
前
８
時
、
日

曜
祝
日
と
年
末
年
始
は
午

前
８
時
〜
翌
朝
午
前
８

時
。看
護
師
ら
が
対
応
し
、

通
話
料
の
み
必
要
で
、
相

談
料
は
無
料
。
電
話
が
つ

な
が
り
に
く
い
場
合
も
あ

る
。 紙

面
編
集

岡
本

典
子

薬薬薫

薰薰 薯

薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮

薭

県
は

日
、
物
価
高
騰

や
養
殖
カ
キ
の
不
漁
な
ど

へ
の
緊
急
経
済
対
策
を
盛

り
込
ん
だ
総
額
８
５
４
億

円
の
一
般
会
計
補
正
予
算

案
を
公
表
し
た
。
補
正
後

の
一
般
会
計
総
額
は
２
兆

４
７
１
５
億
円
。
県
議
会

の

月
定
例
会
最
終
日
の

日
に
提
案
す
る
。

物
価
高
騰
対
策
で
は
、

５
回
目
の
発
行
と
な
る
プ

レ
ミ
ア
ム
付
き
デ
ジ
タ
ル

商
品
券
「
は
ば
タ
ン
Ｐ
ａ

ｙ
＋
」
の
販
売
に
１
０

３
億
円
を
計
上
。
プ
レ
ミ

ア
ム
率
は
一
般
向
け
で
は

過
去
最
大
の

％
で
、
一

口
７
５
０
０
円
分
を
５
０

０
０
円
で
販
売
す
る
。
１

人
４
口
ま
で
で
来
年
３
月

下
旬
か
ら
約

万
人
分
を

発
売
す
る
。

ま
た
、
社
会
福
祉
施
設

や
私
立
学
校
、
医
療
機
関

に
も
、
光
熱
費
・
食
費
の

高
騰
対
策
と
し
て
一
時
支

援
金
計

億
円
を
計
上
し

た
。
い
ず
れ
も
財
源
は
国

の
補
助
金
「
重
点
支
援
地

方
交
付
金
」
で
賄
う
。

カ
キ
の
不
漁
に
つ
い
て

は
養
殖
業
者
へ
の
緊
急
支

援
策
と
し
て
、
信
用
漁
業

協
同
組
合
連
合
会
か
ら
の

借
り
入
れ
を
３
年
間
無
利

子
化
し
、
償
還
期
限
を
延

長
し
て
融
資
限
度
額
も
引

き
上
げ
る
。
費
用
と
し
て

県
独
自
財
源
で
今
回
は
１

カ
月
分
の
１
０
０
万
円
を

計
上
し
た
が
、
今
後
３
年

は
年
間
１
０
０
０
万
円
の

負
担
を
見
込
む
。

不
漁
の
原
因
究
明
や
来

季
の
種
苗
確
保
に
使
え
る

漁
協
ご
と
の
支
援
金
も
盛

り
込
ん
だ
。
記
者
会
見
し

た
斎
藤
元
彦
知
事
は
「
国

の
無
利
子
融
資
と
合
わ
せ

て
活
用
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
話
し
た
。

【
稲
生
陽
】
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